
数
育
勅
語
第
四
十
周
年
紀
念
を
迎
へ
て

二
一
四

教
育
勅
語
検
焚
第
四
十
周
年
紀
念
を
迦
へ
て

品
物

井

慈

要

顧
れ
ば
封
建
三
百
年
の
夢
勤
王
の
大
鐘
に
打
破
れ
て
王
政
古
に
復
し
、
維
新
の
大
業
成
っ
て
親
政
は
行
は
れ
た

b
o

「
智
識
ヲ
世
界
－
一
求
メ
大
一
一
皇
基
ヲ
振
起
ス
ペ
ジ
」
と
の
五
ケ
僚
の
岡
日
記
は
欧
米
諸
岡
の
文
明
彦
吸
牧
し
、
普
く
皐
枝

を
興
し
、
武
備
を
整
へ
、
園
民
の
智
力
は
頓
み
に
向
上
し
国
力
は
諸
外
国
と
封
峠
す
る
の
股
盛
ケ
見
る
に
五
れ
b
。
然

し
な
が
ら
外
岡
文
明
の
官
目
的
崇
拝
と
模
倣
ご
は
閤
民
を
し
て
採
長
補
短
の
貫
ぞ
忘
れ
し
め
、
在
来
三
千
年
の
良
風
美

俗
に
惇
k

リ
教
育
方
針
に
其
の
蹄
結
を
失
ひ
、
人
々
は
適
従
す
る
慮
に
迷
ふ
の
有
様
と
な
h
泊
。
若
し
之
を
放
置
せ
ん
か

皇
国
の
前
途
は
貨
に
累
卵
の
危
期
に
頻
す
べ
し
。

是
に
於
て
不
出
世
の
翠
帝
明
治
天
皇
は
二
十
三
年
十
月
三
十
日
、

教
育
に
関
す
る
勅
語
を
換
殺
せ
ら
れ
、

岡
氏
の
猛
省
三
岡
民
数
育
の
指
針
を
示
3
れ
た
る
な
b
o

是
に
於
℃
教
育
界

は
暗
夜
に
燈
火
を
得
た
る
が
如
｛
、
赤
子
の
其
の
母
を
符
た
る
が
如
く
、
渡
b
に
舶
を
得
た
る
が
如
く
上
下
共
に
相
慶

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
昭
和
五
年
十
月
三
十
日
は
貨
に
此
の
千
載
不
憎
の
大
事
典
換
楼
第
四
十
周
年
に
官

れ
b
。
我
等
岡
氏
の
正
に
膿
に
銘
じ
て
紀
念
す
べ
き
c

翠
日
な

h
o

今
や
翠
間
以
℃
此
の
千
載
不
遇
の
此
の
三
十
日
を
紀
念
す
ぺ
く
諸
械
の
催
し
あ
る
を
見
る
。
然
し
な
が
ら
徒
に
外
形

的
物
質
的
の
紀
念
事
業
等
以
て
能
事
終
れ
b
と
な
す
な
れ
ば
、
共
れ
は
組
念
的
意
義
ケ
－
快
く
も
の
で
あ
る
。
現
下
の

u



本
は
海
内
海
外
の
如
何
た
る
を
問
は
？
貨
に
多
事
多
端
の
秋
で
あ
る
。
教
育
界
は
左
傾
的
思
想
充
満
し
、
人
倫
影
。
グ
一
波

し
て
本
末
そ
乱
し
、

「
臣
民
克
ク
忠
－
一
克
ク
孝
二
一
億
兆
心
ヲ
一
ニ
ジ
テ
世
や
厩
ノ
美
ヲ
一
昨
セ

Y
A
此
レ
我
カ
同
種
ノ
精

華
ニ
シ
ア
教
育
ノ
淵
源
亦
賀
－
一
比
二
存
ス
乃
至
父
母
－
一
孝
－
一
兄
弟
－
一
友
－
一
・
夫
婦
相
和
子
恭
倹
己
レ
ヲ
持
ジ
乃
至
徳
器
ヲ

成
就
ジ
云
々
」

の
事
訓
を
胃
潰
す
る
者
す
ら
ゐ
b
、
国
民
思
想
の
怠
．
肢
は
明
治
の
そ
れ
に
比
し
て
其
の
極
に
遣
し
ぬ
。

最
高
皐
府
の
負
育
者
の
中
に
敬
育
勅
語
の
異
意
乞
解
せ

F
る
者
き
へ
少
な
か
ら
F
る
如
き
は
言
語
道
断
、
貨
に
昭
和
翠

代
の
一
大
不
詳
事
で
あ
る
、
と
言
は
ず
し
て
何
ぞ
や
。

「
浮
華
放
縦
ノ
習
漸
ク
茄
ジ
軽
悦
諸
激
ノ
風
モ
亦
生
ス
今
ニ
及

ヒ
ア
時
弊
ヲ
草
メ
ス
ム
刀
或
A

前
緒
ヲ
失
墜
セ
ム
コ
ト
ヲ
恐
y
」
と
、
聖
帝
の
震
襟
を
な
や
ま
せ
奉
る
乙
そ
長
室
極
み

な

b
。

是
に
於
て
教
が
忠
良
な
る
民
民
は
深
く
内
省
し
殊
に
本
化
日
蓮
の
門
下
に
し
て
立
正
安
闘
の
澗
訓
を
体
す
る
も
の
は

明
治
晶
一
一
帝
の
型
訓
を
遵
奉
し
、
鋭
立
以
て
闘
運
の
設
辰
之
岡
氏
精
神
の
向
上
に
努
め
、
今
上
帝
の
叡
慮
を
安
じ
奉
る
と

共
に
、
協
力
一
致
し
て
愈
A
Y

我
が
園
光
を
海
外
に
捷
揚
し
、
勅
語
の
御
越
旨

ν一
度
く
内
外
に
及
ぼ
し
、
突
で
之
を
中
外

に
施
し
て
惇
広
ぶ
ら
し
め
、
世
界
の
平
和
と
人
額
孝
一
臓
乞
将
来
せ
し
む
る
と
れ
即
ち
我
が
国
民
の
救
育
勅
語
換
稜
第
四

十
周
年
を
紀
念
す
る
の
最
大
要
京
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
し
て
乙
モ
始
め
て
勅
話
換
礎
第
四
十
周
年
の
紀
念
を
し

て
、
永
遠
に
最
司
令
意
義
あ
ら
し
る
所
以
に
は
あ
ら
夕
、
る
か
。

教
育
勅
話
協
同
十
周
年
組
合
を
迎
へ
て

二
一
五


